
 

 

 

 

 

 

 

   自慢できる子供たちの姿～日々の生活から～ 

 肌に触れる風もだんだんと冷たくなり、晩秋の気配が感じられるようになりました。学校

では、１年生が青鳥沼（オタメ池）まで秋探しに出掛け、たくさんの松ぼっくりやどんぐり

を拾ってきました。教室ではマラカスやドングリゴマなどを作成し、「秋のおもちゃ作り」

で大忙し。季節を感じながら自信たっぷりに学習を進めている今日この頃です。 

他の学年でも、互いに話し合い、意見を出し合いながら生き生きと学習をしています。 

実際に体験して話し合いながら課題を解決する算数の学習、わからないことがあるとさっと辞書

を出して調べながら進める国語の学習、協力してご飯とみそ汁を作り上げる家庭科の学習、多くの

ゲストティーチャーから学ぶ総合（福祉）の学習など、それぞれの場面で真剣に取り組む姿、友達

と話し合う姿が学校中で見られます。 

先日、６年生が「自分たちで言うのもなんですが、きれいになったから、見に来てください。」と

恥ずかしそうに校長室に来ました。連れていかれたのは２年生前のトイレでした。便器も床もとて

もきれいに磨かれて、１階の隅にあるとは思えないほど明るく見えました。「恥ずかしがることでは

ないです。とても自慢できることだよ。」と伝えると、嬉しそうに教室に戻っていきました。 

次の日、掃除時間に様子を見に行ってみると、トイレだけではなく、教室や廊下担当の子たちも、

隅々まできれいに掃除をしていました。トイレ掃除の行動が、クラスみんなの自信となって広がっ

ていました。 

学習でも、生活の中でも輝いている青鳥小の子供たちを、誇りに思います。学校全体に広がるこ

とを期待しています。 
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修学旅行 １０月２日３日 

６年生が、鎌倉・箱根方面へ修学旅行に行きました。全員が参加し元気に協力して活動することができま

した。めあてを意識しながら行動していた６年生。学び多き２日間でした。 

小町通り 高徳院 大涌谷 リニア見学センター 

自分たちで考えて進める学習  辞書引き学習  ごはんとみそ汁作り       トイレ掃除 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の様子 

全校 図書集会 
 １日（水）に図書委員会を中心に図書集会を行

いました。おもしろいクイズをたくさん出してく

れたので盛り上がり、子供たちはますます読書に

興味がわいたようです。 

４年 アウトリーチ 
 ２日（木）は、音楽家のお二人をお招きして、

すてきな演奏を聴かせていただきました。本物の

演奏の迫力に心が震え、口々に演奏のすばらしさ

を語る子供たちでした。 

３年 社会科見学 
 ９日（木）に北本自然公園とグリコピアイース

トに行ってきました。公園では、植物や野鳥、虫

などさまざまな生き物を観察することができま

した。 

１・３・４年 水泳学習 
 ２学期は１・３・４年が水泳学習を行っていま

す。４回の実施ですが、スイミングスクールの先

生方にご指導いただき、ぐんぐん上達していま

す。「今日もたくさん泳いだよ。」と教えてくれる

子供たちがたくさんいます。 

１・２年 遠足 
 １７日（金）にぐんまこどもの国に遠足に行

ってきました。２年生がリーダーとなり、１年

生も協力して、とても楽しい一日をすごすこと

ができました。 

 

全校 青鳥まつり 
 １８日（土）に PTA、おやじの会の皆さんの

ご協力で、今年も青鳥まつりが盛大に行われま

した。この日を楽しみにしていた子供たち。大

満足のひと時でした。ご協力いただいた皆さん

ありがとうございました。 

 

５年 エプロン作り （家庭科） 
 ２９日（水）から、ミシンを使ったエプロン作

りに挑戦しています。緊張した面持ちで制作する

子供たち。早く自分で作ったエプロンを使いたい

ですね。ご協力いただいた応援団のみなさんあり

がとうございました。 

学校からのお願い 
 放課後に、忘れ物を取りに来ることは原則ご遠慮く

ださい。 

また、登校時に自宅に忘れ物を取りに戻る児童も

しばしば見受けられます。子供たちには、戻らないよ

う学校からも指導しますが、 

ご家庭でもお声がけを 

お願いいたします。 

ご理解とご協力をお願い 

いたします。 


